病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和4年1月20日(木)　　　　　　　　　　　司会・記録　松村　裕美
	松村
	本川
	新山
	大久保
	苅田
	岩藤
	田口
	佐々木
	横町

	〇
	明け
	公休
	準夜
	準夜
	明け
	公休
	準夜
	公休

	原子
	菅原
	
	
	
	
	
	
	

	〇
	業務
	
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞

・本日16：00から定期心電図検査実施予定。
＜患者様連絡事項＞
・江刺家　惠子様～便秘時）ピコスルファートNa液2本処方して頂いています。
　　　　　　　　コロナワクチンの接種履歴を城北病院へ確認していますが、実施履歴はないと返答があります。役所にも問合せを行い、接種していない事実が判明した為、１・２回目の接種券を病院宛に郵送して頂けるよう役所へ依頼しています。

・若沢　理子様～不穏時）レボトミン（25）1錠　7回分処方となっています。
・澤田　裕也様～青山荘外泊体験利用の為、使用金額2.760円、布団リース2.750円、医師意見書を持参し、外泊に出ています。1/21 15：00帰院予定です。
＜要注目患者様＞
・若沢　理子様～幻聴に左右され、朝食摂取中に所在不明となることあり。階段でうずくまっている状態を発見し、8：35　レボトミン（25）1T服用。以後も奇声や踊る、壁を叩く等落ち着きに欠いた行動目立つが、介入にてトラブルなし。陰部の掻痒感を訴えスタッフに確認して欲しいと話すが、外見の異常なし。膣内に指を入れた際にぼこぼこしており、奥に硬いものが当たると訴える。膣内の構造及び、生理前による子宮の生理現象を説明。異常は見られない事を伝えている。
・坂本　福子様～眠気を訴え臥床傾向みられ、日課には介入要している。昼食時には腹満により腹痛訴え不食しているが、排ガス後は腹痛改善している。午後からはプログラムに参加することが出来ている。
・小笠原　文人様～車椅子に乗りホールで過ごすが、移動時には歩行安定しており、車椅子を使用せずに移動。常に独語聞かれているが、スタッフからの声掛けには適切な返答あり。自室からホールへ入浴道具やズック等移動するが、都度説明には片付ける事が出来ている。午後には独歩にて作業療法にも参加している。
＜安ケ平Dr診察＞
・滝田　英人様～診察中は独語なし。脈拍64回/分だがリズム不整みられ、動悸等の自覚症状なし。薬剤調整せず経過観察となる。
・出河　攻様～陰部の疼痛についてはゲンタマイシン軟膏の使用で、きれいに治ったと報告される。血圧は安定しており、身体不調の訴えもない。処方は同内容で継続していく。
・上村　みわ様～注射すると電波で聴こえてきたと訴え、診察を拒否。診察室に入ると「今日は注射は無いんですか？やるって言ってましたよ」「背骨が曲がったから直して下さい」と表情硬く、主治医からの質問には返答しない。
・中川原　義雄様～先週尿酸値が高いと言われてから、カップ麺は摂取していないと話す。腰痛について過去のエピソードを話し始め、切り上げる事ができない。眠剤調整後も夜間の睡眠はとれている為、同内容で継続。フェルビナクスチック2本処方。
・長谷川　陽一様～「この前の問診で日本語を間違ってすみませんでした」と話し、眠剤の調整について相談する際に言葉を間違えたと訴える。眠剤をさらに増やして欲しいと訴えるが、増薬後間もないことから、同内容で継続としている。コロナの影響で、時計やメガネの安い物を自分で都合したいが、外出出来ない為自衛隊に都合してもらおうと思っていると訴える。メガネについては自分に合った物を使用する為に、自分で都合できる時に外出するよう説明。現在は外出できない事も併せて説明している。
＜皮膚科診察＞

・戸賀沢　潔様～踵の状態に改善見られない事から、尿素クリーム塗布後にアズノール軟膏塗布の指示に変更。
・坂本　福子様～右第1趾爪に嵌入あり。疼痛の訴え聞かれ、両先端を剪除。テラマイシン軟膏塗布の指示にて、テラマイシン軟膏　1本処方。
・馬渡　澄雄様～踵の亀裂による疼痛訴えあり。角化症診断にて尿素クリームとアズノールが処方となり、塗布方法を説明。「入院している間に治ればいいけど」と話す。
・若沢　理子様～左前腕の創部は軽快しており、ゲンタマイシン軟膏の処置は終了し、デルモゾールDP軟膏塗布へ変更。他処置は継続。
